





Gustatory Responses of the Facial Nerve Innervating 
Tongue and Oral Mucosa of Frog’s Lower Jaw
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図5：反射性放電発現に及ぼす舌咽神経切断の効果二味覚刺激は舌のみに与えられて下顎内縁には与
　　　えられていない．
302 野村・鈴木：カエル顔面神経顎舌枝の味覚応答
プルス頻度とその比と，1mM塩酸キニーネの応
答で舌咽神経と顔面神経のインプルス頻度を比べ
た4例のインプルス頻度とその比を示す．平均は
それぞれ4．33と2．53であった．
3．反射性放電に及ぼす舌咽神経切断の影響
　三叉神経下顎枝を剖出したウシガエルを標本台
上に背位に置き，舌を引出して刺激溶液を掛けら
れるようにした後，三叉神経下顎枝から舌を0，5
mM　CaC12溶液あるいはO．5　mM　ig酸キニーネ溶
液で刺激したときの反射性放電を導出する．つい
で，舌咽神経を両側性に切断し，同じく舌を0．5
mM　CaCl2溶液あるいは0．5mM塩酸キニーネ溶
液で刺激し反射性放電を導出する．この方法に
よって，反射発現における顔面神経の貢献の度合
いが明らかに出来ると考えられる．0．5mM
CaCl2溶液については3例，0．5mM塩酸キニー
ネについては1例調べたが，求心性応答では顔面
神経の応答がかなり大きかったにも拘らず，4例
中3例は反射性応答は完全に消失してしまった．
残りの1例のデータを図4に示すが，このカエル
でも顔面神経だけによる反射性応答は極めて小さ
い．
考 察
　本研究において，トノサマガエルの摘出した下
顎標本を用いて舌咽神経と顔面神経顎舌枝の求心
性放電を同時記録したところ，顔面神経顎舌枝は
舌咽神経の1／6～1／3程度の感覚情報を中枢神経へ
送っていることが分った．ところが，顔面神経顎
舌枝の反射発現に対する貢献度を明らかにするた
め，ウシガエルを用いて反射放電に及ぼす舌咽神
経切断の効果を調べたところ，反射放電はほとん
ど消失してしまった．この原因は，恐らく本研究
では味刺激溶液を舌にしか掛けず，下顎内縁の味
覚受容器からの求心性放電が入力されなかったた
め，感覚入力量が不足して反射放電がほとんど発
生しなかったと考えられる．しかし，舌だけの刺
激では反射が起きなかったことは，顔面神経顎舌
枝の方が舌咽神経よりより効：果的に反射を引起こ
すというようなことは無いことを示す．
　カエル鼻孔閉鎖反射は緊張性反射であり，また
水受容器の興奮も緊張性で，反射発現にはかなり
の潜時を有する．カエルが水に飛込む際，ヒトが
野球やゴルフでバットやクラブを振るときのよう
に歯を噛みしめるならば，カエルの鼻孔は水に入
る前にすでに閉じられることになるが，そのよう
なことが無ければ，カエルは鼻孔を開いたまま水
に飛込むことになる．もしそうであれぽ，鼻孔を
開いたまま水に飛込んでも鼻腔には水が入らない
ようなしくみになっているのであろう．飛込む以
前に鼻孔を閉鎖するのか，それとも飛込むときに
はまだ鼻孔は開いたままで，飛込んでから口腔の
水受容器が刺激されてやや遅れて鼻孔が閉鎖する
のかは今後の問題である．
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